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※定員の半数に満たない場合は中止する事があります。 

「お気軽にお問合せ下さいませ！」 

申込締切日:8 月 10 日必着(定員 15 名) 

訓 練 生 募 集 !

※日祝祭日は訓練が休みです。 

パソコンスクール I・M・S 五所川原教室  

※定員の半数に満たない場合は中止する事があります。※定員の半数に満たない場合は中止する事があります。

※日祝祭日は訓練が休みです。

訓練期間 ：平成 2４年 9 月 10 日～平成 25 年 3月 9 日 

訓練時間 ：午前９:3０～午後４:0０（６時間） 

受 講 料 ：無  料  ただし、テキスト代￥１４，６４６がかかります。 

〒037-0041 五所川原市字田町 188-1 ☎ 0173-26-6801 担当：成田・高橋 

申込締切日：８月10日必着（定員15名）
訓　練　期　間：平成２４年９月１０日～平成２５年３月９日

訓　練　時　間：午前９：30～午後４：00 （６時間）

受　講　料：無　　料 ただし、テキスト代 ￥１４，６４６ がかかります。

※日祝祭日は訓練が休みです。

※定員の半数に満たない場合は中止する事があります。

広 告

北国屋書店では、不要になった本・書籍の買取を致します。特に
発行から2年以内の本は、高額査定となる事が多いです。お持込
される場合は1冊から、出張買取は20冊以上からとなります。買
取出張中等不在の事もある為、まずはお電話をお願いいたします。
玄関先にて少量ですが古本（30歳代以上の方向けの本が多いです）
を販売しております。文庫本は全て150円均一です。お気軽にご
来店ください。（駐車場2台分あり）

まちの話題Topics

佐藤つよさんがこのたび100歳の誕生日を迎え、入所先の
介護老人保健施設「湖水荘」で６月15日㈮、100歳到達

の顕彰状と祝い金が贈られました。
　佐藤さんは、明治45年旧中里村に生まれ、昭和６年に結婚。
65歳まで夫と農業を営み、精力的に働いたそうで、子どもから
やしゃごまで51人に恵まれました。この日は家族８人がお祝い
に駆けつけ、一緒に記念写真に収まっていました。

　つよさんの長男の妻である佐藤ミユキさんは「若い頃から、野菜が特に大好物だった。よく寝る人だったので、
それが100歳到達になったのでは」と長寿の秘訣を話しました。

今年４月にオープンした「駅ナカにぎわい空間」のPRと、津軽
中里駅の活性化を目的に５月28日㈪、起きて夢見る会が「三

上寛ふるさとで叫ぶ」と銘打ったイベントを行いました。
　ビアガーデンや物産販売も行われたイベントでは、健康ダンスグ
ループ「べえ子ちゃん」、対馬てみさんのキーボード演奏、鎌田幸男
さんのコンサートのほか、今年新たに「津軽半島観光アテンダント」
として業務を行っている３人のアテンダントがPRを行ったりと、盛
りだくさんの内容で来場者を楽しませます。
　そして、メインイベントの「三上寛がふるさとで叫ぶ」では、町ふるさとイメージアップ大使の三上寛さんが
ライブ。ギター片手に魂のこもった歌・叫びで、地元の観客を魅了しました。

地域の人たちに感謝の気持ちを込めて、みちのく銀行が行っている
「わが街クリーンキャンペーン」が、６月６日㈬に行われました。

　この活動は、みちのく銀行全店で行っている環境・地域貢献活動の
一環で、同行中里支店の職員10人と、町役場職員35人がボランティア
で活動に参加しました。
　参加者は４班に分かれ、国道339号線や中里中前、中央公民館、役
場前などを歩き、落ちているごみを分別して拾いました。
　中里支店の寺田支店長は「ふるさとを愛せるまちづくりをしようと
いうことで行っている活動。子どもたちの環境への意識が高まってくれれば」と話していました。

佐藤つよさんがめでたく100歳
町の顕彰状を受け取る

清掃活動で地域貢献
みちのく銀行中里支店がキャンペーン

駅ナカでコンサートやビアガーデン
町ふるさとイメージアップ大使三上寛さんがライブ
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　毎月全世帯に配布される「広報なかどまり」に、広
告を載せてみませんか？
　広告は5,000円から載せられます。
　くわしくは担当まで。

【役場総務課広報係　☎57－2111 内線162】

あなたの身近な広告媒体
広報なかどまりは

まちの話題 Topics

大雨による土砂災害を想定した避難訓練が、６月15日㈮下前地
区を対象に行われ、住民や関係者が参加しました。

　この訓練は、土砂災害に対する心構えや情報伝達、避難の仕方な
どを改めて確認するもので、下前地区の住民のほか、町役場や消防、
警察署の職員などが、大雨での土砂崩れを想定して訓練しました。
　訓練では、役場本庁と小泊支所間での情報のやりとり、避難勧告
や指示の発令、それに伴う住民への周知活動など、土砂災害時に必要な初動態勢を確認しました。
　また住民は、避難指示の放送を聞き、すくすくしたまえ館に避難。西北地域県民局地域整備部による土砂災害
の講習会を聞いたほか、日赤奉仕団中泊町分区の皆さんが炊き出しで作ったカレーを試食し、災害に対する備え
の重要性を改めて感じているようでした。

ピュア近くの体験ほ場で５月31日㈭、中里小の１・２年生が
さつまいもと枝豆の植え付け体験をしました。

　生活科の学習の一環として行われた体験には、１年生29人と
２年生37人が参加。中泊町グリーンツーリズムの会「かけはし」
の会員たちが先生となり、午前と午後に分かれて行いました。こ
のうち午前に行われた１年生は、さつまいもの植え付けを体験。
木の棒で穴を空け、そこにさつまいもの苗を植えていきます。体
験した児童は一様に「楽しかった」と話していました。
　植えられたものは、９月末頃に収穫する予定です。

野菜の植え付けや収穫体験などを通じ、交流を深める「畑
の学校・食卓の学校」が今年も始まり、６月３日㈰ピュ

ア近くの農村活性化施設で開校式が行われました。
　開校式に出席したのは、体験参加者や会員など約20人。神
かづ子会長が「けがのないよう、ゆっくり楽しく体験しまし
ょう」とあいさつ後、今年行われる５回のプログラム紹介、ス
タッフ紹介などを行い、１回目の体験がスタートしました。
　この日行ったのは、さつまいも、黒豆、枝豆、ポップコー
ン用トウモロコシの植え付け。穴を掘ったり、水をかけたりしながら、農作業体験をしました。五所川原市から
参加した女の子は「穴を掘っていくのが楽しかった。秋の収穫が楽しみ」と収穫を待ちきれない様子でした。

土砂災害への備え万全に
下前地区で土砂災害避難訓練

秋の豊作祈って畑の体験
中里小1・2年生がさつまいも・枝豆植え付け体験

農作業と食体験の “学校”今年も
畑の学校・食卓の学校開校式
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まちの話題Topics

鈴木美早紀さん（中里中３年）が、６月２～３日に行われた
管打楽器ソロコンテスト北東北大会で金賞を受賞し、同

中吹奏楽部としては初の東北大会出場権を手に入れました。
　鈴木さんは、出場者の中から20人にしか与えられない東北大
会への出場権獲得に向けて、音楽教員の三戸先生と猛練習。今
回の快挙達成となりました。
　鈴木さんは「超うれしい。（東北大会出場を知って）泣いちゃ
った。東北大会でも金賞とって、全国目指したい」と意気込ん

でいました。吹奏楽部で指揮・指導する先生は「自分に厳しい子なので、もっとうまくなる（川村先生）」「感性
がいい子。それをコントロールして曲を組み立て、ドラマチックに演奏してほしい（三戸先生）」と、鈴木さんの
活躍を期待していました。

中里中の「遊々の森協定締結式」を先月号で紹介しましたが、
５月28日㈪に事前講習が行われ、それを受けて６月４日

㈪、「空中取り木作業」を体験しました。
　今泉地区の国有林で行われた作業には、同中１年生76人が
参加。津軽森林管理署金木支署や森林技術センター職員がリー
ダーとなり、班に分かれて作業を行いました。
　この「空中取り木作業」とは、植樹するための苗を作る作業
で、最初に木の高さや幹の太さなどを測り、枝の皮をはいで、
そこに水ごけを巻き付け、ビニールで包むといった作業です。10月頃までには、皮をはいだところから根が生え、
その枝を植えます。生徒たちは、リーダーの助言を聞きながら、暑い中一生懸命作業に励んでいました。
　作業した男子生徒は「長さの計測など、意外と難しい点があった。秋の植樹までに、しっかり成長してほしい」
と作業の感想を話していました。

全国目指すフルート奏者鈴木さん
ソロコンテスト北東北大会で金賞

植樹目指し苗作り作業
中里中１年が空中取り木作業体験
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まちの話題 Topics

おいらせ町で６月10日㈰、県小学生ソフトテニス選手権大会兼全
国大会予選が行われ、参加した中泊ジュニアソフトテニスクラ

ブの３ペアが、全国大会への切符を手にしました。
　大会には、同クラブから６ペア12人が参加し、熱戦を繰り広げまし
た。全国出場の３ペアは、８月２日～５日に島根県で開催される第29
回全日本小学生ソフトテニス選手権大会に出場します。
■男子の部…準優勝　木村吏玖（中里小６年）・木村颯汰（中里小５年）ペア
■女子の部… 優勝　木村真琳・中村唯（中里小６年）ペア／準優勝　珍田未

来・岩田菜月（中里小６年）ペア

町運動公園の陸上競技場で６月７日㈭、今年も町長杯グラウン
ドゴルフ大会が開かれました。

　人気が高いグラウンドゴルフの大会とあって、町内外から約320
人もの参加があったという大会。この日は好天で、参加者はクラブ
片手に和気あいあいと楽しんでいました。
■結果　○青組男子 １位　高橋侑三（52打・板柳）、２位　杉原勇（52打・
鰺ヶ沢）、３位　山崎靖雄（54打・青森）／○青組女子 １位　中村幸子（50

打・七戸）、２位　成田玲子（52打・五所川原みどり町）、３位　十三恵美子（53打・鰺ヶ沢）／○赤組男子 １位　木村淳（50
打・弘前協会）、2位　三浦正雄（51打・青森）、3位　北畠徹朗（51打・板柳）／○赤組女子 1位　其田良子（46打・金木）、
２位　舘田啓子（49打・青森）、３位　平山かつ子（50打・青森）

鰺ヶ沢町のナクア白神ゴルフコースで６月16日㈯、チャリティゴルフ大会が行
われ、表彰式の席上でチャリティ金が贈呈されました。

　この大会は、子どもたちの健全育成を目的に行われたもので、85人のゴルファ
ーが参加し、楽しみながらチャリティ募金に貢献していました。
　これまで、福祉施設などさまざまなところにチャリティ金を贈呈してきた同大会。
８回目の今年は、中里小にチャリティ金が贈られ、同校の教育活動に使われるとの
ことです。

教育現場を見て、子どもたちがどんなことを考えているか話を聞
こうと６月27日㈬、町教育委員が武田小の６年生17人と昼食

を共にしました。
　この日は、教育委員が現場を訪れる「学校訪問」の日で、給食の
時間にお邪魔した委員たちは、子どもたちと同じ給食でテーブルを
囲みました。武田小６年生は、ちょうど修学旅行に行った後とあって、
委員たちと主に修学旅行の話題で盛り上がっていました。

　６月18日㈪には、同様のことを小泊中でも行っており、教育委員にとって子どもたちを知るいい機会になっ
たようでした。

３ペアが全国出場果たす
青森県小学生ソフトテニス選手権大会

人気の生涯スポーツに多くの参加者
町長杯グラウンド・ゴルフ大会

大会開催でチャリティ金贈呈
チャリティゴルフ大会開催

子どもたちと昼食囲んでおはなし
町教育委員が武田小6年生と




